
 

 

平成  年  月  日 
実際の部屋での遮音性能（Ｄ値）の予測の為のチェックリスト実際の部屋での遮音性能（Ｄ値）の予測の為のチェックリスト実際の部屋での遮音性能（Ｄ値）の予測の為のチェックリスト実際の部屋での遮音性能（Ｄ値）の予測の為のチェックリスト    

現 場 名： 
チェック者： 

ＴＬＤ値よ 
りの低減値 低減要因 項目 ﾁｪｯｸ 
最小 最大 

項目
番号 

低減基準 
(要因)値 

共通必須項目（必ずチェックして下さい） 
床スラブ面及び下記以外からの音の廻り込み  －４ －４ ① 

１.施工時期（測定時）によるもの  
(1)内装の仕上工事未完 
(この項をチェックした場合は２.「全体の要因」 
の(3)～(5)（項目⑧～⑩）はチェックしない事) 
(2)出入口ドアなし（ボードで仮蓋） 
(3)コンセント穴（ボードで仮蓋） 
(4)ボード等の残材有り 
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２.全体の要因 
(1)界壁にバスユニット有り 
(2)界壁が大きい（１５㎡以上） 
(3)和室（畳）又は洋室（吸音力大） 
(4)洋室（吸音力中） 
(5)洋室（吸音力小） 
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３.音の廻り込みによる要因 
(1)２室のドアが近接（１.５ｍ以内） 
(2)ドア下等に新聞差込用の隙間あり 
(但し測定時に隙間処理した場合は除く) 
(3)２室の窓が近接（１.５ｍ以内） 
(4)遮音壁にダクト等の貫通あり 
(5)遮音壁とＡＬＣ外壁が取合う（直交する） 
(6)遮音壁と取合う外壁の内側、柱又は梁をＧＬ工法 
にて施工 

(7)音源及び受音室の壁が、取合う直交壁等（外壁・ 
廊下側の壁）により音響的につながっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
－３ 
－３ 
 

－１ 
－２ 
－２ 
－３ 
 

－２ 
 
 

 
－５ 
－５ 
 

－４ 
－４ 
－５ 
－４ 
 

－３ 
 
 

 
⑪ 
⑫ 
 
⑬ 
⑭ 
⑮ 
⑯ 
 
⑰ 
 
 

低減値合計 項目①＋項目②～⑰の内チェックした項目の合計    ⑱ 

 
 
 
   
 
注）上記のＤ値の予測値Ｄ値の予測値Ｄ値の予測値Ｄ値の予測値は、参考値であり保証値ではありません保証値ではありません保証値ではありません保証値ではありません。 
  必ず予測現場の施工状況及び図面のわかる人がチェック施工状況及び図面のわかる人がチェック施工状況及び図面のわかる人がチェック施工状況及び図面のわかる人がチェックして下さい。 

｝いずれかを チェック 

遮音壁の 
ＴＬＴＬＴＬＴＬＤＤＤＤ値値値値 

低減値合計⑱低減値合計⑱低減値合計⑱低減値合計⑱ 
の最小～最大 

Ｄ値の予測値Ｄ値の予測値Ｄ値の予測値Ｄ値の予測値 
最小～最大 
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